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研究成果の概要（和文）：目的：配慮を要する学生の卒業期支援として学内に就労移行支援体制を創出する。方
法：①キャリア支援センター・学内外受入機関等と連携したプログラム作成、②特別支援クラス３～4年生・既
卒生、教職員紹介によるクラス編成、③週１回ワーク、学内就労体験、移行事業所見学、本人・保護者面接等を
行う。結果：プレワーククラス登録者17名中、卒業生・退学生13名中、就職3名、アルバイト2名、移行事業所通
所6名、大学院進学1名、未決定1名（決定率92％）となり、就労行動段階スコアでは全員が上昇し、13名の平均
値は6.1/7となった。考察：就労が困難な精神・発達障害学生を在学中から支援する試みとして一定の成果を得
た。

研究成果の概要（英文）：Purpose: I create the working shift support system within study as 
graduateship support of a student needing special care. Method: 1)Programing in connection with 
outside acceptance engines in carrier support center, 2)Formation by special support class 3-4 years
 student, graduated student, the introduction of the staff of a university,3)I perform work, a 
working experience in the study, a visit to shift establishment, a student and parent's interview 
once a week. Result: In 17 pre-work class registrants (graduate, leaving school,13), I became three 
finding employment, non-regular two people, authority of shift establishment place six, graduate 
school one, undecided one person (92% of decision rates). In addition, all the members became the 
rise (mean 6.1/7)  with the score for a working action stage. Consideration: I got constant result 
as a trial, to support a developmentally disabled student from all over the attendance at school 
that had difficulty in working.

研究分野： 臨床心理学（青年期臨床、学生支援、キャリア教育支援、グループワーク）
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配慮を要する学生を対象とした大学内就労

移行支援システム創出の試み 
 
１．研究開始当初の背景 

 配慮を要する学生支援の最大の難関は、就

職期・卒業期支援である。現状、障害者雇用

は殆どが身体障害であり、精神障害・発達障

害学生の就労は大変困難なままである。近年

急増している就労移行支援施設は、現実的

には在学中の利用は困難であり、障害学生の

卒後に向けた就労支援は、在学中は大学で

行うものと住み分けされている。しかし、本学

を含む多くの大学では、障害学生に特化した

在学中からのキャリア支援体制は未整備な状

況である。以上から、障害によって就労機会を

逃す、就職が困難な学生を何らかの社会参

加に繋いで行くため、教育の一環として在学

中に受けられる効果的な就労移行支援システ

ムの構築は喫緊の課題である。 

２．研究の目的 

 本研究では、近年急増する配慮（大学不適

応、身体・精神・発達障害等）を要する学生へ

の卒業期支援として、卒後就労への橋渡しを

担う就労移行支援施設と同等のシステムを学

内に創出する。①学内各支援部署・キャリア

支援センター・学外受入機関・ハローワーク等

と連携した、学内外インターンシップ・短期雇

用就労プログラム作成、②現特別支援クラス

３・４年時生をプレキャリアクラスへ移行、③演

習による社会適応訓練教育の実施等、正規

就労につなぐ移行の道筋と実体験の場を在

学中に学内で提供することにより、特に就労

が困難な精神障害学生・発達障害学生の就

労促進を教育的支援の視点から支援するシ

ステムを構築し、新たな社会参加モデル創出

を行う。 

３．研究の方法 

 本研究指針に基づく大学内就労移行支援

体制構築の基盤として、以下３点を想定する。 

１）枠組みの構築と連携：学内各支援部署・キャ

リア支援センター・学外受入機関・ハローワーク

等と連携し、学内就労資源・学外研修先・就労

受入企業を開拓する。キャリア学修支援コーデ

ィネーター人材を確保。（図１参照） 

２）支援プログラム作成と実践：対象学生の抽

出とクラス編成、社会性育成とキャリア系演習

のシラバス作成・開講・単位化。演習の一環と

して学内就労体験を実施、研修から職業訓

練・就業トライアルへ、個人就業から協働プロ

ジェクトへと段階的な就労機会の構築を図る。 

３）支援計画とマッチング：学生別支援計画書

に沿って就労環境調整を行い、学内外トライ

アル体験により就労への抵抗を軽減し、学生

の個性や能力にマッチする就労支援・移行支

援へ繋ぐ。結果として、卒業時の未就労・進路

未決定学生の低減を図る。 

４）プレワーククラス及びプログラムの基本体制 

 実施日：ワークプログラム毎週月曜日３時限、 

個別面談毎週月曜日４時限、その他学内外

同行は随時 

 場所：キャリア支援センター 

 対象：配慮（障害）学生、ピアコミュニケーシ

ョン受講生、ピアルーム利用学生、教職員・学

生相談室からの紹介学生、主に 3・4 年次生・

既卒生など 

 参加要件：本人の意欲及び文部科学省「人

を対象とした研究に関する倫理規定」に沿っ

たインフォームドコンセントにより本人・保護者

の同意があること 

 期間：2015 年 10 月〜2017 年３月（１年半） 

 



４．研究成果 

１）プレワーク活動概要（H27〜H28 年度）  

 実施回数：プレワーククラス 56 回（登録者数

22 名、参加人数 320 人・延べ数）、個別面接

95 名（延べ）、活動 62 回 

 活動内容：学内就労体験（図書館 3 名、書

店 1 名、学食 6 名、学内清掃 2 名、パン屋 1

名）、依頼相談・事前打合せ・振り返り、就労

移行支援事業所（以下、就労移行 SO）見学

（13 回・23 名）・体験（12 名）、移行事業所学

内出張講座（6 回）、合同会社説明会同行、等 

（表１参照、一部抜粋）  

２）結果 

 プレワーククラス登録者 17 名（実数）中、在

学生 4 名を除く卒業生・退学生 13 名中、就職

決定者（障害者枠）３名、アルバイト２名、移行

事業所通所決定６名、大学院進学１名、進路

未定１名という結果（決定率 92％）となった。 

 また、プレワークによる就労への行動様相変

化をスコア化した段階指標（0:プレワーク参加

申請・保護者同意、1:プレワーク参加、2:発表

等の自己表現達成、3:学内就労体験、4: 就

労移行SO見学、5: 就労移行SO体験、6: 就

労移行 SO 通所決定、7:進路決定）では、全

員が 2〜7 までのスコアにアップし、在学生を

除く１３名の平均値は 6.1 と、就労移行 SO 利

用決定までクリアするという高い結果となった。

（表２参照、2017 年３月末時点） 

３）考察 

part1,実践を振り返って 

①キャリア支援センター（以下キャリア SC）へ

の慣れと就活不安の低減： 当初は殆どの学

生が学内キャリア SC を利用したことがなく、履

歴書作成の経験もなく、メールの返信もでき

ず、合同説明会への参加もなく、インターンシ

ップやアルバイト経験もない、自己肯定感が

低く、発達障害の疑いがあるものの自覚もなく、

両親の理解がないか気づいていない状態で

あった。 

 まず、週 1 コマのプレワークの時間をキャリア

SC 内で実施したことで、学生はこれまで出来

なかったキャリア SC への出入りに緊張するこ

ともなくなった。障害学生担当者から求人票の

見方や就職活動に関するレクチャーの機会も

設け、数名の学生は障害学生担当者にも相

談できるようになった。学生の殆どは用件がな

ければ立ち寄れなかったが、習慣化すること

で抵抗感が軽減し、定着したと思われる。 

 またグループワークや実習後前後に希望す

る学生に学修支援コーディネーター（以下支

援 Co）が個別面接を行い、弱音や泣き言を含

め困りごとを整理することで特性を理解し、支

援に活用することもできた。毎週顔を合わせる

支援 Co の存在に慣れることで、教員とキャリ

ア SC 職員、必要に応じて保護者とのつなぎ、

学内就労受託先や学外就労移行 SO への同

行など支援の一助となった。 

②学内就労体験： 教員が図書館や学内委

託企業（食堂や売店、清掃関係）を就労体験

先として開拓・交渉し、理解と協力を得ること

ができた。学内の就労体験はホームグラウンド

であること、授業の合間の短時間でできること、

配慮された環境であることから、殆どの学生に

とって成功体験となった。企業インターンシッ

プと同様に、何らかの配慮を要する学生には、

まずは学内からのインターンシップが有効で

あると思われる。事前に受託先には学生の特

徴と理解の仕方、対応について情報提供し、

連携体制を作っておくことも不可欠と考える。 

 また受託先の就労状況の評価表から、支援

の方向性を決定する手がかりを得ることもでき

た。学生の今後の就労を視野に入れた視点

からの評価を学生と親にフィードバックするこ

とにより、一般学生のための既成のキャリア支

援ではなく、まずは就労移行支援を受けること

を提案するきっかけになったと思われる。 

 しかし一方で、自己評価と他者評価のギャッ

プが大きいことも対象学生の特徴であり、全て

の学生や親が評価を受け入れるわけではなく、

学内就労体験で理解を得られない場合は、

学外の就労移行 SO 体験への誘導が効果的

であると思われる。福祉サービス利用に抵抗

を示した１人の学生は、学内での就労体験が

成功体験となり、卒業後は地元に戻り、住み

慣れた環境下でアルバイトを始めるというケー

スもあった。 

③学外就労移行支援事業所見学体験： 入

学と同時に配慮申請をしている学生と違い、

何らかの配慮を要するグレーゾーンの学生は

障害者自立支援法に定められる就労支援事

業を知るものは殆どいなかったため、就労移

行 SO 見学や説明会と体験を実施した。 

 見学や説明会では、就労移行 SO に学生の

情報を事前に知らせることで、「障害」を前面

に出さぬ工夫をしてもらい学生たちの抵抗感

を減らすことができた。一人で就職活動を行う

方法がわからない、活動の優先順位がわから

ないなど就職活動に困難を抱えているため、

実際に作業訓練の内容や企業での職場実習

について知ることは、就労移行 SO への移行

段階に有効だと思われる。 

 さらに夏季休暇中に就労移行 SO の体験を

実施した。短期間ではあったが、実際に作業

訓練をすることで通所へのハードルが下がっ

たものや障害者枠での就職活動に向かいだ

すなど、次のステップに進む動機付けとなった

と思われる。事業所側の作業アセスメントは、

学生理解を深め支援計画の一助にもなった。

体験を通して就職活動への不安や通所への

抵抗感が軽減され、通所を希望する学生には、

保護者への理解を求め手続きへと導入した。

ここでも学内で就労移行 SO の説明を聞き、見



学に同行し、体験へとつなぎ、体験後のフィ

ードバックとその情報を活用する細やかな過

程が学生支援に有効であったと考える。 

④学内での就労移行支援事業所出張ワーク

プログラム： 見学と体験を実施した後、学内

に就労移行 SO を招き、事業所プログラムをキ

ャリア SC にて実施した。学生においては就労

移行支援を身近に感じ、訓練に慣れ、就職へ

の意識を高めることに貢献したと思われる。 

 人や環境に慣れにくいグレーゾーンの学生

たちには、入学時よりピアサポートクラスの授

業でコミュニケーションをトレーニング、その後

プレワークへと移行、学内就労を体験、学内

で就労移行 SO について説明やプログラムを

受け、学外の就労移行 SO を見学、体験と

徐々に進めていくスモールステップが有効で

あることが示唆された。加えて、支援 Co がメー

ルや面談で困りごとを整理し、時には弱音や

泣き言を受容、場面に応じて学内外とのコネ

クター、コラボレーター、同伴者となり、エスコ

ートする役割となることが求められるのではな

いだろうか。さらにフォローアッパーとなれば

就労定着にも効果的と考える。 

part2, 支援体制構築の視点から  

 今回の研究を通して改めて全般的に感じた

ことは、障害学生を含め学校不適応、心理的

問題を抱える学生たちにとって、就活は最初

から高いハードルの連続であり、学修と同様

に、学生が抱える困難さや躓きのポイントが

各々異なるという点である。画一的なキャリア

支援マニュアルでは就活を進めることはほぼ

不可能であり、就活支援も個々の特性や躓き

ポイントに沿ったカスタマイズ支援が求められ

る。その意味で、慣れた環境、温かな見守りの

眼がある学内で就労移行の体験ができること

の意義は、言葉に尽くせないほど大きい。 

 約１年半の本研究中における学内就労移行

支援の有効点を以下に記述する。 

①学生の現状に沿ったプログラム構成とカス

タマイズ： 教員と支援 Co がプレワークプログ

ラムを段階的に考案し実施していく中で、想

像していたよりも遥かにずっと手前に躓きがあ

ることが顕著となり、何度も更に初歩からという

ようにプログラムの見直しを行った。通常なら、

なぜ学歴が書けないのかと叱られたり、自己

PR 以前に自分の長所などあるわけがないと思

 



っている学生にとって、最初の導入段階を丁

寧に支援することで、ようやく次の段階へ進む

ことができる。勿論、学生の状況は様々（アル

バイト体験、履歴書作成、個人面接経験の有

無等）で画一的なワークでは差が生じることが

殆どであったが、経験のある学生がない学生

の指導助言をする、あるいは経験学生が自分

の体験を語って未経験学生の初期不安を軽

減するなどの相互の支援体制を生み、結果双

方にとってよい相補効果となった。 

②ステップアップの客観的数値化： 参加メン

バーに毎回体験後の振り返りアンケートを実

施したが、短時間では自分の気持ちを言語化

できず、元来自己評価の低い学生が変化に

肯定的な評価をつけることは困難である。 

 そこで、個々の学生の変容点を自己評価で

はなく客観的な行動指標に置き換えてスコア

化する方法を導入した。具体的には、プレワ

ーククラスへの参加を起点（＝０）としてスター

トし、メンバー全員が２〜７（＝就職）のいずれ

かのスコアに進むことができた。これはプレワ

ークプログラム体験によって学生が自分の状

況やペースに沿って自分なりに前進ができて

いるという客観的指標となった。 

 そして回数を重ねていくうちに、皆が自分の

気持ちや考えを言葉にでき、表情にも自信が

表れ、他のメンバーの失敗や苦悩を思いやり、

気遣うといった、温かなピアサポートの場に成

熟して行ったことも、このスコアの変化に大きく

寄与していると思われる。 

③ピアサポートによる仲間づくりの土台ありき： 

就活を始める学生は当然３・４年生であるが、

本クラスには体調・学修不良等の理由でなか

なか就活まで辿り着けない過年度生、卒業を

優先して就活を本格的に行わなかった既卒

生も多く含まれる。元来初めてのことや人・場

所が苦手な特性を持つ学生にとって、初めて

の就活を初めての場所で初めての人と行うこ

とには到底無理が生じる。 

 本研究の発端となったのは、入学時からの

ピアコミュニケーション演習、居場所ピアルー

ムの運営を経て、在学中は何とかやれていて

も、やはり卒業時・就職・社会参加にうまく繋

げなければ、大学卒業という経験が彼らの今

後の人生に活かされないと実感したことに拠

る。心を許せる、温かいピアの仲間と就活がで

きる環境、同じ悩みを抱える、その人の気持ち

がわかる当事者同士によるピアサポートが卒

業・就職にまで繋がっていくことが、学生にと

って何より安心で心強い大切な支援である。 

④ピアリファレンスの有効性： 就活だけでなく、

新しいことに不安が大きいという特性を抱える

障害学生にとって、不安は自分では不条理と

わかりつつも払拭できない圧倒的なものであり、

何より失敗体験や被いじめ体験の蓄積により

強化されている。この不安をどう扱って行くか

が初期不安を軽減する重要な第一歩となる。  

 本プログラムでは、サイコリトリート（峰松、

2010）、PCAGIP（村山、2014）、支援的ケース

カンファレンスアレンジ法（増井、2015・2016）

をベースに、学生相互の支援や振り返りにピ

アリファレンス（鬼塚、2016）を導入した。 

 ピアリファレンスでは、学生がその日の不安

や悩みを語るところから始める。特に話題やテ

ーマを用意してくることも、自分が話題を提供

しなければという義務感や発表者になるという

緊張感もない。ぼそぼそと愚痴や困ったことを

話し、記録者がホワイトボードに書き留めてい

く。他のメンバーはそれを聞きながら質問をし

て行くうちに、自然と話が広がったり他のメン

バーをインスパイアしたり、話題提供者の洞察

が深まって行く。そして最後に何かの画期的

な解決法や結論が出るわけではないが、話題

提供者は、自分の悩みをみんなに抱えてもら

ったという満足感や温かさ、何かしらちょっと

気持ちが落ち着いた、あわよくば自分の現状

が理解できた、少し先のことが見えた、などの

気づきを得られる。メンバーが自分の考えを

 



押し付けない、教員や支援 Co が導かない、

教示しない、あなたの気持ちがよくわかるよと

いう支持的な雰囲気が、結果として話題提供

者自身の変容を起こさせたり、本来あるべき位

置に自然と立ち返らせていくのである。 

 この支持的な集団による受容的・共感的支

持の効果については本研究での例証には至

っているが、その要因が何であるかのエビデ

ンスは現在検証中である。 

 

 ここでエピソードを一つ紹介したい。「今の自

分の現状報告や相談」というテーマのピアリフ

ァレンスを行った際、始まってすぐに、就活に

乗り遅れている、他の学生と同じように就活が

できない、自分には能力がない、俺なんかい

くらやってもダメだ！と大声を上げてパニック

を起こし、髪を掻きむしり、机に頭を打ち付け

た学生がいた。教員は、まず彼を落ち着かせ

ること、プレワークを進行すること、他の学生に

迷惑がかからないよう当該学生を別室に連れ

て行こうとした。その際に、一人の学生が「授

業より先に A くんの話を聞いてやってください」

とぼそっと呟いた。すると周囲の学生がみな頷

き、気持ちはよくわかる、僕たちも追いつめら

れたらああなるから、と次々に口にした。この１

年半の間、お互いの悩みを共有し、応援する

ように、と皆で作って来たプレワークの意図は

確実に定着し、学生たちが成長し、これからも

お互いに支え合って自立と就労に向けて進ん

で行くであろうと確信した。 

 

４）まとめ 

 上記考察点に共通して言えることは、いつも

学生を主体に置くこと、誰よりもその学生の特

性や個性をよく知る支援 Co がセクションの垣

根を越えて学生にずっと寄り添いながら、学

生の成長段階に沿って各専門部署との連携

を図ること、それこそが大学就学期間全体を

通した学生支援・学修支援の最も成熟した姿

であると考える。 

 今回、本研究の最終目標として、キャリア SC

への支援 Co 配置を想定していたが、結果とし

て１年半の短期間に障害学生の就活におけ

る支援 Co の必要性と重要性についてキャリア

SC 全体にまで理解を促すには不十分であっ

たと言える。加えて、配慮を要する学生の学

修支援拠点であった基礎教育センターから心

理教員兼学修支援員の配置が今年度で終了

することは、全学的な学生支援体制にとって

は大きな後退点であると言える。 

 しかしながら、キャリア SC の障害学生担当

職員との繋ぎの体制ができたこと、学内外の

就労体験受諾企業の方々の本学生への熱意、

学外就労移行 SO の実務担当者との顔つなぎ

など、本実践の成果はとても実りあるものであ

り、有意義であると実感している。この挑戦的

萌芽が今後に継続され、いずれ学内の学生

支援体制がこの時点にまで立ち返り、定着し

て行くことを切望する。 
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